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議
長　

　

玉　

田　

正　

典

副
議
長　

　

藤　

澤　

元 

之 

介

監
査
委
員　

　

堀　
　

卓　

史

委
員
長

　

井　

村　

淳　

子

副
委
員
長

　

上　

山　

隆　

弘

委
員　

　

藤　

澤　

元
之
介

　

中　

薮　

清　

志

　

長
谷
川　

正　

信

　

出　

原　

賢　

治

委
員
長　

　

上　

山　

隆　

弘

副
委
員
長

　

森　

田　

哲　

夫

委
員　

　

藤　

澤　

元
之
介

　

中　

島　

貞　

次

　

堀　
　
　

卓　

史

　

出　

原　

賢　

治

委
員
長　

　

出　

原　

賢　

治

副
委
員
長

　

吉　

田　

正　

之

委
員　

　

藤　

澤　

元
之
介

　

首　

藤　

佳　

隆

　

上　

山　

隆　

弘

　

長
谷
川　

正　

信

　

松　

浦　

崇　

志

議
会
運
営
委
員
会

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

議会組織が決定議会組織が決定
5月14日の臨時会において、

新しい議会組織が決定しました。

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

議

決

結

果

ザ
・

討

論

請

願
一

般

質

問

委
員
会
報
告

委
員
長　

　

松　

浦　

崇　

志

副
委
員
長

　

長
谷
川　

正　

信

委
員　

　

井　

村　

淳　

子

　

清　

原　

良　

典

　

首　

藤　

佳　

隆

　

中　

薮　

清　

志

　

吉　

田　

正　

之

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

議会組織が決定議会組織が決定
5月臨時会の動画を
ご覧いただけます
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No.199  令和３年７月26日号

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

議

決

結

果

ザ
・

討

論

請

願
一

般

質

問

委
員
会
報
告

全員賛成で承認・同意した議案等議決結果 ※清原議員 欠席

議　案　名

承
認

専決処分したものにつき承認を求めることについて（太子町税条例等の一部を改正する条例の制定について）

専決処分したものにつき承認を求めることについて（令和3年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第1号））

同意 監査委員の選任につき同意を求めることについて

税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
る
利

便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
。
軽
自
動
車
税
や
固

定
資
産
税
は
税
額
負
担
の
軽

減
特
例
が
継
続
さ
れ
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
る
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

予
算
の
総
額
に
１
，

３
９
６
万
３
，０
０
０
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
２
１
億
４
，

３
８
８
万
１
，０
０
０
円
と

し
、
歳
出
は
、
商
工
振
興
費

の
追
加
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
協
力
金
事
業
委
託
料
を

計
上
。

問

協
力
金
、約
１
，４
０
０
万

円
の
補
助
対
象
期
間
と
は
。

ま
た
、
時
短
要
請
分
も
該
当

す
る
の
か
。

答　

時
短
要
請
も
含
め
支

給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
店

舗
は
、
令
和
３
年
２
月
８

日
か
ら
２
月
28
日
ま
で
の
21

日
間
は
、
１
日
当
た
り
、
１

店
舗
当
た
り
で
６
万
円
の
支

給
、
ま
た
３
月
31
日
か
ら
７

日
間
は
、
１
店
舗
当
た
り

４
万
円
×
営
業
日
数
分
を

支
給
す
る
。

飲
食
店
な
ど
事
業
者
へ

協
力
金
の
早
急
な
支
給
を

税
額
負
担
の
軽
減
特
例
が

継
続
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
る
負
担
も
軽
減
へ

　

５
月
臨
時
会
で
、
専
決
処
分
し
た
承
認
案
件
２
件
及
び

当
日
に
追
加
提
案
さ
れ
た
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
人
事
案
件
１
件
の
計
３
件
の
案
件
は
、
原
案
の

と
お
り
全
て
議
決
。

●
揖
龍
保
健
衛
生
施
設
事
務
組
合
議
会

　
　
　

議　

員　
　

上　

山　

隆　

弘

　
　
　

議　

員　
　

出　

原　

賢　

治

　
　
　

議　

員　
　

松　

浦　

崇　

志

●
西
は
り
ま
消
防
組
合
議
会

　
　
　

議　

員　
　

中　

薮　

清　

志

　
　
　

議　

員　
　

長
谷
川　

正　

信

●
都
市
計
画
審
議
会

　
　
　

委　

員　
　

首　

藤　

佳　

隆

●
民
生
委
員
推
薦
会

　
　
　

委　

員　
　

井　

村　

淳　

子

●
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
　
　

委　

員　
　

中　

島　

貞　

次

　
　
　

委　

員　
　

森　

田　

哲　

夫

●
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

評
議
員　
　

清　

原　

良　

典

●
民
主
化
推
進
協
議
会

　
　
　

理　

事　
　

藤　

澤　

元
之
介

●
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
協
議
会

　
　
　

委　

員　
　

吉　

田　

正　

之　

４議員に厳重注意

　４月２日の18時ごろ、長谷川議員、吉田議員、出原議員の３名が町内の店舗に集まり会食した。20 時ごろ前副
町長が来店し４人に。20時30分ごろ松浦議員が合流し、21時に終了するまでの約 30 分間、５人での会食となった。
当時は緊急事態宣言は発令されておらず、蔓延防止等重点措置も当町には適用されていなかったが、兵庫県からは
会食の人数を４人以内とする要請が出ていた。町民の規範となるべき議員の行動として不適切であったとして、４
名の議員に対し議長より口頭にて厳重注意が行われた。
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令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

井
村 

淳
子 

議
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中

で
、
様
々
な
実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
支
援
や
課
題
に

対
応
し
た
補
正
で
あ
り
、
速
や
か
な
実
施
を
お
願
い

し
、
賛
成
す
る
。
た
だ
、
水
道
料
金
６
か
月
減
免
約

８
，９
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
約

４
，１
０
０
万
円
を
取
り
崩
さ
ず
臨
時
交
付
金
約
４
，

８
０
０
万
円
の
範
囲
で
の
減
免
に
す
る
べ
き
だ
。
昨

年
来
、
基
金
の
多
く
を
財
源
に
充
て
て
き
て
い
る
。

本
来
、
一
般
財
源
を
水
道
事
業
会
計
に
繰
入
れ
す
る

の
は
避
け
る
べ
き
だ
。
基
金
の
取
崩
し
は
慎
重
に
行

う
べ
き
と
苦
言
を
呈
す
る
。

・
扶
養
親
族
の
範
囲

　

個
人
住
民
税
の
均
等
割
及
び
所
得
割
の
非
課
税
上
限

額
算
定
に
用
い
る
扶
養
親
族
を
、
年
齢
16
歳
未
満
の

者
及
び
控
除
対
象
扶
養
親
族
に
限
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
寄
付
金
の
控
除

　

公
益
社
団
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
、
学
校
法
人
等

公
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
法
人
へ
の
寄
附
金
か
ら

出
資
に
関
す
る
業
務
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
な
も
の
を
除
外
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
医
療
費
の
控
除

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
が
令
和
９
年
度

ま
で
５
年
間
延
長
さ
れ
た
。

※
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
説
明
は
、
Ｐ
14
参
照

※
Ｐ
14
総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
報
告
参
照

暮
ら
し
の

 

　
中
に
あ
る
条
例
条
例

太
子
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

議

決

結

果

ザ
・

討

論

請

願
一

般

質

問

委
員
会
報
告

賛成賛成

ザ･

討
論

松
浦 

崇
志 

議
員

　

補
正
予
算
全
体
と
し
て
は
賛
同
す
る
が
、
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
の
水
道
料
金
６
か
月
減
免
と
い
う
予
算

の
使
い
方
は
、
も
う
少
し
工
夫
が
欲
し
か
っ
た
。
子

ど
も
や
子
育
て
世
帯
、
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
な
ど
、

本
当
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
に
支
援
が
届
く
よ
う

な
事
業
や
、
事
業
者
支
援
を
含
む
町
内
の
経
済
対
策

事
業
へ
の
取
り
組
み
を
求
め
る
。

賛成賛成

　　　

昨
年
度
に
国
か
ら
交
付

さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」
の
未

執
行
分
９
，６
０
３
万
７
千

円
と
、
そ
れ
以
外
の
国
・

県
か
ら
の
補
助
金
６
，

４
７
２
万
７
千
円
、
加

え
て
財
政
調
整
基
金
よ

り
４
，８
１
８
万
５
千

円
を
繰
り
入
れ
、
総
額

２
億
８
９
４
万
９
千
円
の

追
加
と
な
る
補
正
予
算
が

組
ま
れ
た
。
財
政
調
整
基

金
か
ら
の
繰
り
入
れ
の
８

割
以
上
、
約
４
千
万
円
が

水
道
基
本
料
金
６
か
月
減

免
に
充
て
ら
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
減
免
期
間
に
つ

い
て
質
疑
が
集
中
し
た
。

　

他
に
追
加
さ
れ
た
主
な

事
業
は
、
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
、
地
域
防
災
計
画

策
定
、
小
中
学
校
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
充
実

な
ど
。

問　

水
道
基
本
料
金
の
減

免
期
間
を
短
縮
す
れ
ば
、

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

す
必
要
が
な
い
の
で
は
。

財
政
調
整
基
金
の
残
額
が

20
億
円
し
か
な
い
と
の
こ

れ
ま
で
の
当
局
側
の
説
明

と
整
合
性
を
持
た
せ
る
に

は
、
臨
時
交
付
金
の
中
で

実
施
す
べ
き
で
は
。

答　

ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了

ま
で
の
期
間
の
経
済
支
援

と
し
て
、
６
か
月
と
し

た
。
他
の
事
業
で
の
入
札

な
ど
、
歳
出
が
予
算
よ
り

も
少
な
く
な
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
予
算
通
り
に
繰
り
入

れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と

見
込
ん
で
い
る
。

問　

平
成
26
年
の
防
災
計

画
を
見
直
す
の
か
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え

た
抜
本
的
な
改
定
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）　

水
道
基
本
料
金
６
か
月
減
免
な
ど

総
額
約
２
億
９
千
万
円

●
主
な
質
疑
答
弁

  
６
月
定
例
会
　

６
月
定
例
会
　

6月定例会の動画を
ご覧いただけます
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５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

議

決

結

果

ザ
・

討

論

請

願
一

般

質

問

委
員
会
報
告

議案賛成者は「○」、反対者は「×」とします。退席者は「退」、欠席者は「欠」とします。
玉田正典議員は議長のため表決権はありません。賛否の分かれた議案等

令和３年６月定例会議決結果

議　案　名
賛
成

反
対

結果

議員別賛否一覧
松　

浦　

崇　

志

出　

原　

賢　

治

森　

田　

哲　

夫

吉　

田　

正　

之

長
谷
川　

正　

信

上　

山　

隆　

弘

中　

薮　

清　

志

堀　
　
　

卓　

史

首　

藤　

佳　

隆

清　

原　

良　

典

中　

島　

貞　

次

井　

村　

淳　

子

藤　

澤　

元
之
介

玉　

田　

正　

典

同
意

太子町副町長の選任につき同意を
求めることについて

１０ ３ 原案
同意 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

請
願

太子町の混乱状態解消のため、議会として、早急に
服部千秋町長の責任を明確化させ、議会としての今
後の対応、各議員の取組姿勢を住民に明らかに示す
事を求める請願

７ ６ 採択 ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ －

議　案　名

令
和
３
年
度

補
正
予
算

令和3年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第２号）

令和3年度兵庫県太子町介護保険特別会計補正予算(第１号)

令和3年度兵庫県太子町水道事業会計補正予算（第１号）

条例
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

太子町税条例の一部を改正する条例の制定について

契約 工事請負契約の締結について（柳池総合公園多目的グランド夜間照明設備整備工事）

同意
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて　　　　（※清原議員欠席）

監査委員の選任につき同意を求めることについて

意見書案 少人数学級・教職員定数の改善と義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書

請願 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度拡充をはかるための、2022年度政府予算に
係る意見書採択の請願について

全員賛成で可決・同意・採択した議案等

コロナに負けるな！コロナに負けるな！
議場で Let’s studyLet’s study!!

１．開放期間

２．場　　所
３．対　　象
４．受　　付　
５．席　　数
６．そ  の  他

令和３年７月 21 日（水）～８月 20 日（金）の役場開庁日
午前９時～午後５時
※ 議会や新型コロナ緊急事態宣言の発令等により、急遽利用できなくなる場合は、ホームページ等で公表します。

太子町役場　議会棟（敷地東側）１階　議場
中学生以上（町内外は問いません。大人の方も OK）
議会事務局（議会棟１階）で受付
17 席（先着順。現在の空き状況をお電話で問い合わせていただいても構いません）
コロナ対策として、①マスク着用 ②手洗い・手指消毒 ③ソーシャルディスタンス確保の遵守等をお
願いするとともに、受付時の検温、（職員による）定時換気の実施にもご協力・ご理解ください。

夏休みシーズンを迎え、太子町議会の本物の議場を自習室（スタディホール）として無料開放します。
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大
西
賢
二
氏（
鵤
）を
無

記
名
投
票
の
結
果
、出
席

議
員
の
全
員
賛
成
で
同
意
。

　

任
期
は
令
和
３
年
６
月

30
日
か
ら
令
和
６
年
６
月

29
日
ま
で
の
３
か
年
。

　

村
瀬
敏
紀
氏
（
常
全
）

を
無
記
名
投
票
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
同
意
。
任
期

は
令
和
３
年
６
月
18
日
か

ら
令
和
７
年
６
月
17
日
ま

で
の
４
か
年
。

　

生
活
福
祉
部
長
杉
原
勝

由
氏
を
10
対
３
の
賛
成
多

数
で
同
意
。

問　

町
長
は
、
こ
の
人
事

が
可
決
し
た
後
、
将
来
的

に
何
ら
か
の
問
題
が
生
じ

た
際
に
は
、
２
人
で
き
ち

ん
と
責
任
を
取
る
と
い
う

気
持
ち
で
職
務
に
当
た
る

と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

町
長　

ご
質
問
の
通
り

だ
。

問　

今
現
在
、
副
町
長
不

在
で
、
何
か
具
体
的
な
支

障
が
出
て
い
る
か
ど
う

か
。

町
長　

本
来
副
町
長
は
い

る
べ
き
も
の
だ
。
副
町
長

が
い
れ
ば
、私
が
倒
れ
て

し
ま
っ
た
時
や
、行
事
が
重

な
っ
た
時
に
私
の
体
は
一

つ
し
か
な
い
の
で
、
行
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

い
ろ
い
ろ
と
相
談
し
て
や

っ
て
い
く
た
め
に
必
要
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問　

経
歴
を
見
る
と
、
総

務
関
係
の
仕
事
は
一
切
経

験
さ
れ
て
い
な
い
が
、
選

任
の
基
準
は
。

町
長　

総
務
部
や
教
育
委

員
会
に
お
け
る
経
験
が
不

足
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
の
ご
指
摘
は
あ
る
と

思
う
が
、
こ
れ
ま
で
も
常

に
他
者
と
協
議
し
１
つ
の

方
向
性
を
導
き
出
さ
れ
て

き
た
こ
と
な
ど
、
太
子
町

を
広
い
視
野
で
把
握
し
て

取
り
組
み
を
進
め
る
資
質

を
持
っ
た
方
で
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

問　

な
ぜ
３
月
の
段
階
で

杉
原
氏
を
上
程
し
な
か
っ

た
の
か
。
こ
の
３
カ
月
で

ど
の
よ
う
な
対
応
が
な
さ

れ
た
の
か
、
具
体
的
な
説

明
を
求
め
る
。

町
長　

３
月
議
会
で
副
町

長
を
同
意
い
た
だ
け
な
か

っ
た
以
降
、
こ
の
ま
ま
で

は
い
け
な
い
と
部
長
た
ち

が
内
部
で
話
し
合
っ
て
く

れ
た
。
太
子
町
の
た
め

に
、
ま
た
太
子
町
と
い
う

組
織
の
た
め
に
自
分
の
や

れ
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
し

て
お
ら
れ
る
方
だ
と
い
う

こ
と
が
は
っ
き
り
分
か
っ

た
の
で
、
杉
原
氏
を
適
任

者
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

問　

行
政
経
験
で
は
、
課

長
、
部
長
を
歴
任
し
て
い

る
が
、
入
庁
か
ら
の
年
数

は
係
長
級
と
同
等
く
ら
い

の
年
数
だ
が
。

町
長　

中
途
入
庁
で
年
数

を
正
確
に
カ
ウ
ン
ト
し
て

い
な
い
が
、
年
数
は
十
分

に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

補
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
な
部
分
は
誰
に
で
も
あ

る
。
部
次
長
や
課
長
が
支

え
て
く
れ
る
の
で
問
題
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

問　

３
月
議
会
以
降
問
題

に
な
っ
て
い
る
教
育
委
員

会
と
の
関
係
や
、
早
期
退

職
者
の
問
題
は
行
政
基
盤

を
揺
る
が
す
深
刻
な
問
題

で
あ
る
が
、
選
任
に
当
た

り
、
杉
原
氏
と
そ
の
点
に

つ
い
て
話
を
さ
れ
た
か
。

町
長　

具
体
的
に
細
か
な

こ
と
ま
で
は
議
論
を
し
て

い
な
い
。

●
主
な
質
疑

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
同
意

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

太
子
町
副
町
長
の
選
任
に
同
意 村瀬 敏紀氏杉原 勝由氏

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

議

決

結

果

ザ
・

討

論

請

願
一

般

質

問

委
員
会
報
告

議会だより発行第200号記念　町内小学4年生対象

　町内小学 4 年生を対象に「みらいの太子町」の絵画作品を募集して
おり、次号の議会だより第 200 号に広報広聴委員会で優秀作品として
選んだ絵画作品を掲載予定です。
　対象児童には小学校よりチラシを配布していますので、ご協力のほ
どよろしくお願いします。

「みらいの太子町」の「みらいの太子町」の
絵画作品にご協力ください絵画作品にご協力ください
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５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

議

決

結

果

ザ
・

討

論

請

願
一

般

質

問

委
員
会
報
告

ザ･

討
論

賛成賛成

賛成賛成

賛成賛成

賛成賛成

中
薮 
清
志 

議
員

井
村 

淳
子 

議
員

　

人
事
案
件
は
、
本
人
に
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
賛
成

す
る
も
の
だ
。
や
っ
と
庁
舎
内
か
ら
副
町
長
を
選
任
し
、
混

乱
が
収
ま
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
議
会
は
意
見
書
を
提
出

し
、
改
善
を
求
め
て
い
る
の
に
、
前
向
き
に
改
善
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
に
反
対
す
れ
ば
議
会
が
信
用
を
失
い
、
さ
ら

に
混
乱
す
る
。
本
当
に
現
状
を
憂
い
、
改
善
を
図
る
気
持
ち

が
あ
る
な
ら
ば
、
賛
成
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
庁
舎
内
が

落
ち
着
け
ば
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
寄
与
す
る
。
町
長

に
な
に
か
あ
っ
た
場
合
の
代
理
に
な
る
副
町
長
不
在
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
や
、
問
題
が
あ
っ
た
際
に
は
二
人
と
も
が
責

任
を
取
る
覚
悟
を
持
っ
て
上
程
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
か

ら
賛
成
す
る
。

　

や
っ
と
職
員
か
ら
副
町
長
人
事
の
名
前
が
挙
が
っ
て
き
た
。

杉
原
勝
由
氏
の
経
歴
か
ら
ど
の
分
野
で
も
勉
強
家
で
色
々
な

ア
イ
デ
ア
を
も
っ
て
仕
事
を
さ
れ
る
方
と
認
識
し
て
い
る
。

特
に
今
回
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
で
は
医
師
会
、
関

係
機
関
と
の
連
携
に
も
尽
力
さ
れ
、
人
物
、
行
政
手
腕
と
も

申
し
分
な
い
も
の
と
考
え
る
。
教
育
長
と
教
育
委
員
会
の
問

題
が
片
づ
か
な
い
と
人
事
案
件
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
と
い

う
意
見
も
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
分
け
て
考
え
る
べ
き
だ
。

松
浦 

崇
志 

議
員

出
原 
賢
治 

議
員

　

早
期
退
職
者
が
３
年
連
続
で
10
名
を
超
え
る
異
常

事
態
や
、
令
和
３
年
３
月
議
会
で
は
教
育
長
、
そ
の

後
教
育
委
員
３
名
も
辞
意
表
明
さ
れ
て
い
る
問
題
に

つ
い
て
、
３
カ
月
た
っ
た
今
も
ま
だ
町
長
は
解
決
を

さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
部
出
身
の
新
た
な
副
町
長
と

と
も
に
早
期
解
決
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
そ
し
て
町

長
答
弁
で
、
何
か
問
題
が
あ
っ
た
場
合
に
は
責
任
を

取
る
と
発
言
さ
れ
た
の
で
、
問
題
が
解
決
し
な
い
場

合
も
発
言
を
撤
回
せ
ず
、
き
っ
ち
り
責
任
を
取
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
求
め
る
。
今
後
の
円
滑
な
町

政
運
営
を
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

　

実
直
で
真
面
目
な
方
で
あ
り
、
内
部
か
ら
の
昇
格

で
も
あ
る
か
ら
反
対
す
る
理
由
は
な
い
。
但
し
、
こ

の
間
の
一
連
の
諸
問
題
、
特
に
教
育
委
員
会
に
関
す

る
問
題
は
ま
だ
何
も
解
決
し
て
い
な
い
し
、
何
の
進

展
も
な
い
。
そ
の
状
況
下
で
の
突
然
の
上
程
に
は
違

和
感
を
感
じ
る
が
、
出
さ
れ
た
以
上
は
真
摯
に
表
決

す
る
。
町
長
と
新
副
町
長
に
は
、
現
下
の
問
題
に
対

す
る
今
後
の
真
摯
な
対
応
を
期
待
す
る
。

藤
澤 

元
之
介 

議
員

上
山 

隆
弘 

議
員

　

普
通
の
町
政
状
態
で
あ
れ
ば
何
も
問
わ
な
い
。
町
長
と
周

囲
の
人
間
と
の
関
係
は
以
前
か
ら
も
め
ご
と
が
絶
え
ず
、
言

っ
た
言
わ
な
い
の
繰
り
返
し
。
そ
の
姿
勢
に
議
会
は
、
こ
の

ま
ま
の
状
態
で
は
町
政
は
任
せ
ら
れ
な
い
と
意
見
書
を
提
出

し
て
い
る
。
前
回
町
長
は
、
副
町
長
は
能
力
的
に
求
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
多
く
普
通
の
職
員
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
、

内
部
の
職
員
で
は
私
に
つ
い
て
き
て
く
れ
る
者
が
い
な
い
と

答
弁
し
て
い
る
。
こ
の
３
カ
月
で
の
急
な
人
事
対
応
に
は
説

明
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
だ
が
、
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て

も
自
ら
の
出
席
は
な
く
、
本
日
の
質
疑
に
対
す
る
回
答
も
な

か
っ
た
。
町
長
の
議
会
に
向
き
合
う
姿
勢
も
問
題
だ
。
丁
寧

な
人
事
対
応
を
し
な
い
の
は
お
か
し
い
。
人
を
大
事
に
し
な

い
姿
勢
が
町
政
混
乱
の
１
つ
の
要
因
で
あ
る
。
問
題
解
消
無

し
の
状
況
で
の
同
意
に
は
反
対
す
る
。

　

今
回
も
議
会
に
事
前
相
談
、
説
明
が
な
く
提
案
さ
れ
た
。

教
育
長
、
教
育
委
員
と
の
問
題
な
ど
、
何
の
解
決
も
図
れ

て
い
な
い
異
常
な
状
態
で
は
、
議
員
と
し
て
正
常
な
判
断

が
出
来
な
い
と
、
町
長
に
本
会
議
に
お
け
る
副
町
長
の
人

事
案
を
先
送
り
す
る
よ
う
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。

町
長
は
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
私
自
身
も
町
長

と
の
信
頼
関
係
を
築
け
ず
、
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

反対反対反対反対

太
子
町
副
町
長
の
選
任
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先生と子どもたちの明るい未来に向けての意見書を採択先生と子どもたちの明るい未来に向けての意見書を採択

【国へ意見書を提出】
①中学・高等学校の 35 人学級を早期に実施化。
②加配の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善を推進。
③義務教育費国庫負担制度の負担割合の引上げなど、全国どこに住んでいても子どもの

学びを保障するための条件整備は不可欠であり、意見書の措置を講じられるよう国へ
強く要請していく。

　揖龍教職員組合より提出された「教職員定数改善と義務教育費国庫負担
制度拡充をはかるための、2022 年度政府予算に係る意見書採択の請願」を福祉文教常任委
員会で付託審査を行い、本議会で審議し全員賛成で採択した。

請願2件を請願2件を
採 択採 択

請願第３号
　「教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度拡充をはかるための、
2022 年度政府予算に係る意見書採択の請願について」

　6 月定例会には、2 件の請願が提出された。
請願第 3 号は福祉文教常任員会に、請願第 4 号は議会運営委員
会に付託され、審査を行った。その結果、ともに採択すべきも
のとして各委員長より本会議に報告された。

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

議

決

結

果

ザ
・

討

論

請

願
一

般

質

問

委
員
会
報
告

問われた議会の職責、真摯に受け止め採択問われた議会の職責、真摯に受け止め採択

　議会運営委員会において、請願者・紹介議員より趣旨説明を受け協議を行った。委員会としては、迅
速な情報発信と議会としての役割・職責を今後も一層果たすよう努めることとし、請願者の思いを真摯に
受け止め、採択すべきものとの結論に至った。その際、以下の意見を付けることとした。

趣
旨

　服部千秋町長と議会、教育委員会との関係について、服部千秋町長の責任を明らか
にし、然るべき対応をおこなうよう議会に求める。また、各議員が今回の混乱をどの様
に考え行動しているのか、「議会だより」だけでは町民には全く伝わらない状況である。
太子町議会が信頼を得るための早急な取り組みを実施し、各議員の明確な態度を町民
に分かるように示すとともに、今回の混乱を早急に収束させ、「和のまち太子」にふさ
わしい町政 70 周年にしていただきたい。

請願第４号
　「太子町の混乱状態解消のため、議会として、早急に服部千秋町長の責任を明確化させ、
議会としての今後の対応、各議員の取組姿勢を住民に明らかに示す事を求める請願」

議会運営委員会の意見
　太子町の混乱状態を解消するためには、議会の取り組みだけでなく、町長自身も混乱解
消に向けた誠実で前向きな姿勢に変わることが重要である。
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井
村 

淳
子 

議
員

上
山 

隆
弘 

議
員

中
薮 

清
志 

議
員

中
島 

貞
次 
議
員

　

水
道
料
金
減
免
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
事

情
に
少
し
で
も
寄
り
添
う
も
の
で
あ
る
と
理
解
を
す

る
が
、
や
は
り
水
道
事
業
会
計
は
受
益
者
負
担
を
原

則
と
し
た
独
立
採
算
制
を
取
る
以
上
、
度
重
な
る
一

般
財
源
か
ら
の
投
入
は
控
え
る
べ
き
だ
と
苦
言
を
呈

し
つ
つ
、
賛
成
と
す
る
。

　

公
園
の
形
と
し
て
計
画
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
、

突
発
的
に
な
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
部
分
が
あ

る
。
町
民
と
し
て
は
あ
り
が
た
い
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の

場
が
広
が
る
こ
と
は
い
ろ
ん
な
意
味
で
期
待
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
公
園
全
体
を
見
た
と
き
に
、
ど
の

よ
う
に
し
て
活
用
す
る
の
か
、
町
民
に
対
し
て
、
ま

た
町
外
の
方
に
対
し
て
、
公
園
の
位
置
づ
け
や
、
対

応
の
在
り
方
な
ど
協
議
す
る
部
分
も
あ
る
。
こ
う
い

う
公
園
に
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
に
く
い
。

そ
う
い
っ
た
部
分
を
明
確
に
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
総

合
公
園
に
な
る
よ
う
期
待
を
込
め
賛
成
と
す
る
。

　

こ
こ
ま
で
人
事
案
件
な
ど
を
否
決
し
て
い
る
の
は
、
一
部

の
議
員
で
あ
り
、
議
会
全
体
が
町
長
と
対
立
し
て
い
る
と
判

断
さ
れ
た
請
願
書
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
議
会
が
町
長
に
、

姿
勢
を
改
善
し
、
行
政
の
建
て
直
し
を
図
る
よ
う
に
意
見
書

を
出
し
て
か
ら
、
１
カ
月
ほ
ど
し
か
経
過
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
も
賛
成
で
き
な
い
。
請
願
内
容
は
、
町
長
の
責
任
と
議

員
一
人
一
人
の
思
い
を
聞
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
議

員
必
携
の
請
願
の
対
象
と
な
る
「
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の

公
権
力
の
行
使
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
の
救
済
」
等
に
該
当

し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
た
め
、
不
採
択
に
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
考
え
る
。
議
会
は
、
意
見
書
を
提
出
し
、
対
応
を
見
て

い
る
最
中
で
あ
る
。
今
後
も
大
人
と
し
て
対
話
や
協
議
を
重

ね
、
早
急
に
混
乱
の
収
拾
に
努
め
る
べ
き
。
議
会
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
は
意
見
と
し
て
受
け
止
め
、
今
後
改
善
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

請
願
者
の
求
め
る
、
責
任
あ
る
議
会
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
、
町
長
や
議
会
の
対
応
を
速
や
か
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
示
す
こ
と
、
各
議
員
の
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
報
告
書
の
中
で
請
願
者
に
対
し

て
明
確
な
答
え
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
請
願
は

継
続
し
て
審
査
を
続
け
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
以

上
の
点
を
踏
ま
え
不
採
択
と
考
え
る
。

  

議
案
第
33
号　

令
和
３
年
度
兵
庫
県
太
子

 

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

請
願
第
４
号　

太
子
町
の
混
乱
状
態
解
消
の
た
め
、
議
会
と
し
て
、
早
急

に
服
部
千
秋
町
長
の
責
任
を
明
確
化
さ
せ
、
議
会
と
し
て
の
今
後
の
対
応
、

各
議
員
の
取
組
姿
勢
を
住
民
に
明
ら
か
に
示
す
事
を
求
め
る
請
願

  

議
案
第
36
号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
柳
池
総
合
公
園
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
夜
間
照
明
設
備
整
備
工
事
）

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

議

決

結

果

ザ
・

討

論

請

願
一

般

質

問

委
員
会
報
告

上
山 
隆
弘 

議
員

出
原 

賢
治 

議
員

　

住
民
か
ら
見
て
議
会
活
動
が
至
っ
て
い
な
い
状
況
は
反
省

す
べ
き
だ
。
議
会
の
取
り
組
む
姿
勢
を
公
表
・
公
開
し
事
情

を
明
ら
か
に
示
す
こ
と
は
求
め
ら
れ
て
当
然
だ
。
３
月
定
例

会
以
降
、
町
長
は
適
切
な
行
動
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
意
見
書

に
も
誠
意
無
き
回
答
を
提
出
し
て
い
る
。
本
請
願
は
、
議
会

が
活
動
し
問
題
解
決
を
求
め
た
い
と
い
う
声
だ
。
具
体
的
な

取
り
組
み
は
議
会
で
考
え
、
答
え
は
議
会
が
出
す
も
の
。
教

育
長
が
９
月
で
任
期
を
終
え
る
状
況
で
元
教
育
委
員
か
ら
出

さ
れ
た
本
請
願
を
理
解
で
き
な
い
方
が
お
か
し
い
。
議
会
が

合
意
形
成
の
場
と
理
解
し
、
今
の
状
況
に
対
応
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
一
刻
も
早
い
太
子
町
の
混
乱
状
態
解
消
の
た
め
、

こ
の
請
願
を
採
択
し
、議
会
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
に
努
め
、

町
長
に
も
責
任
あ
る
対
応
を
求
め
、
賛
成
と
す
る
。

　

数
年
来
の
早
期
退
職
者
の
増
加
、
３
月
議
会
で
噴
出
し

た
教
育
委
員
会
に
関
わ
る
諸
問
題
は
、
行
政
基
盤
を
揺
る

が
し
未
来
の
太
子
町
に
影
響
を
与
え
る
最
重
要
の
問
題
だ
。

「
混
乱
が
収
ま
る
」
こ
と
は
重
要
だ
が
、
そ
の
収
め
方
が
大

切
。
う
や
む
や
に
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
ず
、事
実
を
究
明
し
、

し
か
る
べ
き
改
善
に
向
け
た
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
く

こ
と
が
議
会
と
し
て
果
た
す
べ
き
責
任
だ
。
議
会
へ
の
叱
責

を
も
含
ん
だ
本
請
願
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
議
会
と
し
て

の
本
分
を
果
た
す
べ
く
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

ザ･

討
論

反対反対反対反対

賛成賛成 賛成賛成

賛成賛成賛成賛成
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中
薮　

住
民
サ
ー

ビ
ス
低
下
や
自
然

災
害
発
生
に
対
応

す
る
人
員
確
保
へ

向
け
、
定
員
管
理

適
正
化
計
画
の
見

直
し
な
ど
行
う
必

要
は
。

総
務
部
長　

人
員
不
足
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
、
再
任
用

職
員
等
の
配
置
、
退
職
者

と
新
規
採
用
者
の
バ
ラ
ン

ス
等
を
考
え
、
組
織
の
弱

体
化
防
止
に
取
り
組
む
。

中
薮　

町
の
将
来
を
見
据

え
た
人
員
の
在
り
方
、
人

口
減
少
を
踏
ま
え
た
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
は
。

総
務
部
長　

国
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
庁
設
立
の
話

も
あ
る
。
そ
れ
に
よ

り
行
政
間
の
共
通
デ

ジ
タ
ル
基
盤
が
整
備

さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
利
活
用
も
今
後

進
展
す
る
と
考
え
る
。

Ａ
Ｉ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
等
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
が

人
材
不
足
の
改
善
策
と
し

て
各
団
体
で
実
施
さ
れ
て

お
り
、
効
果
も
み
ら
れ
る

た
め
、
費
用
対
効
果
を
調

査
し
た
い
。

中
薮　

デ
ジ
タ
ル
分
野
の

人
材
採
用
や
育
成
、
大
学

等
と
の
連
携
で
独
自
の
シ

ス
テ
ム
構
築
が
で
き
れ
ば

経
費
削
減
が
可
能
で
は
。

総
務
部
長　

定
型
的
な

業
務
は
デ
ジ
タ
ル
化
で

ロ
ボ
ッ
ト
が
代
行
す
る

こ
と
と
な
り
、
事
務
処
理

速
度
の
向
上
等
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
今
後
良
く

な
る
と
考
え
る
。
専
門
職

員
も
必
要
だ
が
、
各
団
体

等
と
の
協
力
・
連
携
を
今

後
考
え
る
。

中薮 清志 議員

問

答

強い行政を確立するための
人材は確保できるのか

デジタル化も含め組織の
弱体化防止に取り組む

質問者 質　問 掲載頁

中薮　清志
ワクチン接種推進で町民の生活に安心を

P10
人員確保とデジタル化推進で強い行政力を

出原　賢治 太子町教育行政の危機的現状に対し、町長の認識を問う P11

吉田　正之
町長の政治姿勢を問う

P11
固定資産税の課税に対する誤りは無いか

中島　貞次
新型コロナワクチン接種について

P12
学校教育におけるデジタルトランスフォーメーションについて

井村　淳子
生理の貧困への認識を深め、生理用品が受け取れる仕組みの構築を

P12
ヤングケアラーの実態を早急に把握し、当事者に寄り添った支援を

上山　隆弘
町政混乱状態の解消に、町長は取り組み姿勢から示せ！

P13
町長が重要とするコロナ対応について現状と今後への認識を問う

マークのあるテーマを掲載しています。その他のテーマ、全文は会議録・動画をご覧ください。　各QRコードから動画をご覧いただけます。

本会議2日目（6月3日）の一般質問に6人の議員が登壇し、町執行機関に対し行政の在り方など議論が行われた。

輝かしいまちを目指して
（中庭から見た役場行政棟）

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

議

決

結

果

ザ
・

討

論

請

願
一

般

質

問

委
員
会
報
告



11

太子町議会だより
No.199  令和３年７月26日号

出
原　

教
育
長
・
教
育
委

員
に
誠
意
を
尽
く
し
て
慰

留
す
る
こ
と
を
議
会
か
ら

要
望
し
た
が
、
進
捗
は
。

町
長　

現
在
慰
留
に
努
め

て
い
る
。

出
原　

３
月
議
会
で
教
育

長
は
辞
意
を
表
明
さ
れ
た

が
、
撤
回
す
る
つ
も
り
は

あ
る
か
。
ど
の
よ
う
な
状

況
に
な
れ
ば
撤
回
を
考
え

ら
れ
る
か
。

教
育
長　

議
会
の
総
意
と

し
て
の
意
見
書
に
、
慰
留

す
る
こ
と
と
明
記
さ
れ
た

こ
と
は
重
く
受
け
止
め

る
。
し
か
し
そ
の
際
、
次

の
二
点
が
気
が
か
り
だ
。

①
教
育
長
や
教
育
委
員
は

町
長
人
事
で
あ
る
か
ら
、

町
長
が
心
か
ら
慰

留
す
る
気
が
あ
る

の
か
な
い
の
か
。

②
予
算
編
成
権
は

町
長
に
あ
る
が
、

教
育
委
員
会
の
予

算
を
議
会
に
上
程

す
る
と
き
は
教
育

委
員
会
の
意
見
を
聞
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
法
で

定
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回

は
そ
れ
が
無
く
、
教
育
委

員
会
の
独
立
性
・
主
体
性

が
損
な
わ
れ
た
た
め
、
問

い
掛
け
て
い
る
。
町
長
が

そ
れ
を
認
め
て
、
今
後
は

尊
重
す
る
の
か
ど
う
か
。

そ
れ
が
明
ら
か
に
な
れ

ば
、
教
育
委
員
と
協
議
す

る
段
階
が
あ
る
だ
ろ
う
。

出
原　

町
長
は
誠
意
を
持

っ
て
、
そ
の
よ
う
に
行
動

し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

そ
の
よ
う
に
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
た
だ
、
人

事
の
こ
と
は
確
約
は
で
き

な
い
。

出原 賢治 議員

吉田 正之 議員

問

答

町長は議会にいじめられているとか、
議員の揚げ足を取るようなメールをしたのか
支持者へのメールは
政治活動の範囲で行っている

吉
田　

先
般
、
議
会
の
総

意
で
あ
る
意
見
書
に
対
す

る
、
町
長
の
回
答
は
全
く

誠
意
を
感
じ
ら
れ
ず
、
具

体
性
は
な
か
っ
た
。
ま
た

町
長
は
メ
ー
ル
な
ど
で
支

持
者
へ
議
会
に
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
と
か
、
議
員
の

揚
げ
足
を
取
る
よ
う
な
内

容
を
送
り
、
議
会
を
誹
謗

中
傷
す
る
よ
う
な
こ
と
が

事
務
局
に
も
届
い
て
い
る
。

町
長
は
、
一
体
何
人
に
メ

ー
ル
を
送
り
、
ま
た
そ
の

内
容
を
公
開
で
き
る
か
。

町
長　

誠
意
を
持
っ
て
文

書
で
回
答
し
た
。
支
持
者

へ
の
メ
ー
ル
は
政
治
活
動

の
範
囲
で
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
議
員
や
議
長
宛
て

の
手
紙
等
に
つ
い
て
私
は

承
知
し
て
い
な
い
。

固
定
資
産

税
の
課
税

吉
田

　

形
状
な

ど
全
く
変

化
は
な
い

の
に
あ
る
人
の
土
地
に
対

す
る
税
額
が
前
年
の
約
３

倍
と
な
り
、
課
税
に
誤
り

は
な
い
の
か
、
ま
た
事
前

説
明
や
納
付
が
遅
れ
た
場

合
の
延
滞
金
は
。

総
務
部
長　

利
用
状
況
の

変
化
な
ど
、
現
地
調
査
等

に
よ
り
路
線
価
付
設
、
画

地
認
定
、
画
地
補
正
、
造

成
費
等
評
価
内
容
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。

　

税
額
に
大
幅
に
変
更
が

生
じ
る
場
合
は
納
税
者
へ

の
納
得
性
を
高
め
る
必
要

が
あ
り
、
で
き
る
限
り
の

説
明
に
努
め
る
。

　

や
む
を
得
な
い
事
由

が
あ
り
、
納
税
者
側
に

そ
の
責
め
を
負
う
必
要

が
な
い
場
合
、
町
税
等

に
係
る
延
滞
金
を
減
免

す
る
。

町長に提出した意見書

和（輪）をモチーフとした太子町議会の議場

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

議

決

結

果

ザ
・

討

論

請

願
一

般

質

問

委
員
会
報
告

町長は誠意を尽くして慰留せよ問
答 誠意を持って

努めさせていただく
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井
村　

コ
ロ
ナ
禍

の
経
済
的
困
窮
な

ど
で
「
※１
生
理
の
貧

困
」
が
社
会
的
な

問
題
と
な
っ
て
い

る
。
そ
う
し
た
女

性
、女
の
子
を
支
援

す
る
た
め
に
、
多

く
の
市
町
で
防
災
備
蓄
品

な
ど
を
利
用
し
た
生
理
用

品
の
無
償
配
布
が
始
ま
っ

て
い
る
。町
の
見
解
を
伺
う
。

生
活
福
祉
部
長　

昨
年
か

ら
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
寄

付
を
募
り
、
生
活
困
窮
世

帯
や
子
ど
も
食
堂
等
に
食

品
・
日
用
品
や
学
校
の
制

服
・
紙
お
む
つ
な
ど
の
配

布
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
、
生
理
用
品
も
加
え

る
。
ま
た
、
生
活
支
援
継

続
の
た
め
※2
４
者
協
定
も

締
結
し
て
い
る
。

教
育
次
長　

防
災
備
蓄
品

の
生
理
用
品
を
中
学
２
校

に
１
，２
０
０
枚
配
布
し

た
。
保
健
室
や
校
内
の
女

子
ト
イ
レ
の
個
室
に
配
置

し
、
必
要
な
生
徒
が
安
心

し
て
使
え
る
よ
う
に
す

る
。
小
学
校
は
保
健
室
で

渡
し
て
い
る
が
適
切
な
対

応
を
考
え
る
。

井
村　

芦
屋
市
、明
石
市
、

神
戸
市
な
ど
が
既
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、生
活
困
窮

者
ま
で
に
は
至
ら
な
い
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
っ
て

生
理
用
品
を
買
え
な
い
、
買

っ
て
も
ら
え
な
い
方
が
気
軽

に
公
共
施
設
の
窓
口
に
取

り
に
来
れ
る
よ
う
な
仕
組

み
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

生
活
福
祉
部
長　

提
案
を

参
考
に
考
え
た
い
。

中島 貞次 議員

井村 淳子 議員

問

答

「生理の貧困」の理解を深め
支援策の検討を

中学２校に生理用品の配布を
した。今後も支援策を検討する

※
１　

経
済
的
な
困
窮
や
家
庭
環
境

な
ど
で
親
が
買
っ
て
く
れ
ず
、
生

理
用
品
が
手
に
入
ら
な
い
状
態

※
２　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク

は
り
ま
、
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

太
子
町

※
国
や
県
教
育
委
員
会
の
見
解
で

は
、
集
団
接
種
を
推
奨
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
本
町
も
学
校
で
の

集
団
接
種
を
行
わ
ず
、
町
内
医
療

機
関
で
の
個
別
接
種
（
保
護
者
判

断
）
と
し
て
い
ま
す
。

生理用品を個室に配置

中
島　

高
齢
者
の

予
約
に
つ
い
て
、

電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
、
ネ
ッ
ト

予
約
方
法
が
分
か

ら
な
い
と
苦
情
が

あ
っ
た
が
、
今
後

の
対
応
は
ど
う
す

る
の
か
。

生
活
福
祉
部
長　

コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
電

話
回
線
を
増
や
し
、
ネ
ッ

ト
予
約
方
法
が
分
か
り
づ

ら
い
場
合
は
町
役
場
窓
口

で
も
対
応
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
年
齢
も
10
歳
刻

み
か
ら
５
歳
刻
み
に
予
約

方
法
を
変
更
す
る
。

中
島　

高
齢
者
の
接
種

で
、
交
通
手
段
の
な
い
方

へ
の
対
策
は
考
え
な
か
っ

た
の
か
。

生
活
福
祉
部
長　

事
前

に
想
定
し
て
い
た
が
、

町
内
14
医
療
機
関
が
個

別
接
種
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
タ
ク
シ

ー
等
の
補
助
の
実
施
は

行
わ
な
か
っ
た
。

中
島　

在
宅
介
護
で
寝
た

き
り
高
齢
者
へ
の
接
種
は

ど
う
す
る
の
か
。

生
活
福
祉
部
長　

訪
問
診

療
を
受
け
て
い
る
方
は
、

訪
問
診
療
の
際
に
接
種
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

中
島　

こ
の
度
年
齢
が
引

き
下
げ
ら
れ
12
歳
か
ら
接

種
で
き
る
が
、
そ
の
体
制

は
ど
う
す
る
の
か
。

生
活
福
祉
部
長　

教
育
委

員
会
や
医
師
会
と
も
協
議

し
て
、※
集
団
接
種
の
方

向
で
考
え
て
い
き
た
い
。

問
答

新型コロナワクチン接種率の目標は

限りなく100％に近づけたい

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

議

決

結

果

ザ
・

討

論

請

願
一

般

質

問

委
員
会
報
告
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あの日あの日
あの時あの時

あの質問あの質問 どうなったどうなった
以前の あの答弁あの答弁

以前の定例会での一般質問が、その後どのように反映されたかを追跡！

　 選 挙 の 事 務 に
ついて「投票所入場券」を告
示日に届けられないのか

　 問 い 合 わ せ は
毎 回あり、太 子 町

に限ったことではないので、
他団体の工夫事例等を検討
する。

　他団体の取組事例を参考に、郵便
局と協 議し、より早く配 達できる同 一
世帯を封筒に入れる形式を令和２年

７月の町長選挙で試みた。
　封筒発送のため新たに封

ふうかん

緘作業を要するが、配達日数は
最長で３日から２日に短縮された。
　法律を遵守するために告示日発送で郵便局と協議し、さ
らに早く配達できるように単独の世帯を含む全ての入場券
を封筒発送としている。
　懸案事項として法改正（郵便法及び民間事業者による信
書の送達に関する法律の一部を改正する法律）により配達
に要する日数が３日から４日に緩和されることや、土曜日の
配達の廃止などが予定されていることから、配達に要する日
数が伸びないように継続的に郵便局と協議を進めたい。

その後その後その後その後令和2年令和2年
4月27日号4月27日号よりより  

194号

質疑質疑質疑質疑

答弁答弁答弁答弁

上山 隆弘 議員

上
山　

教
育
委
員
会
と
の

予
算
協
議
を
町
長
が
行
わ

な
か
っ
た
の
は
事
実
か
。

教
育
長　

法
的
根
拠
（
地

教
行
法
）
の
あ
る
ト
ッ
プ

会
議
で
決
定
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、一
方
的
に
事
前
協

議
な
く
指
示
が
降
り
た
。

内
容
違
反
で
教
育
委
員
会

を
軽
視
・
無
視
し
た
言
動

だ
。
※1
地
教
行
法
第
29
条

に
も
抵
触
す
る
と
強
く
思

っ
て
お
り
、教
育
委
員
会
の

存
在
も
問
わ
れ
て
い
る
。

上
山　

協
議
を
し
な
か
っ

た
こ
と
は
町
長
の
過
ち
か
。

町
長　

は
い
。

上
山　

そ
の
思
い
が
伝
わ

ら
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
長　

今
ま
で

は
今
後
気
を
付
け

る
と
い
う
話
は
全

く
な
か
っ
た
。
教

育
委
員
と
の
話
合

い
で
も
認
め
な
か

っ
た
。
お
互
い
認

め
る
こ
と
が
解
決
の
ス
タ

ー
ト
に
な
る
と
認
識
し
て

い
る
の
で
、
了
解
し
た
い
。

町
長　

私
の
方
が
教
育

長
に
対
し
悪
か
っ
た
と

思
う
。

上
山　

何
が
あ
っ
た
の

か
、何
が
問
題
で
何
が
間

違
い
だ
っ
た
か
を
町
民
に

発
信
す
べ
き
。
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
見
直
し
、非

を
認
め
、人
の
せ
い
に
せ

ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
苦
手
な
ら
関
係
者
を

大
切
に
理
解
を
求
め
る
姿

勢
を
。

町
長　

未
来
に
向
け
協
力

的
に
前
向
き
に
町
行
政
に

当
た
る
こ
と
が
務
め
だ
。

町政混乱の早期解消を問
答 協力的に前向きに

町行政に当たることが務め

※
１　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
教
育
委
員
会
の
意
見
聴
取
）

第
二
十
九
条　

地
方
公
共
団
体
の

長
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
う
ち

教
育
に
関
す
る
事
務
に
係
る
部

分
そ
の
他
特
に
教
育
に
関
す
る

事
務
に
つ
い
て
定
め
る
議
会
の

議
決
を
経
る
べ
き
事
件
の
議
案

を
作
成
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

教
育
委
員
会
の
意
見
を
き
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

議

決

結

果

ザ
・

討

論

請

願
一

般

質

問

委
員
会
報
告
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付
託
さ
れ
た
条
例
１
件

の
審
査
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

問　

今
回
の
改
正
に
よ
る

住
民
、
町
財
政
へ
の
影
響

は
。

答　

軽
自
動
車
税
や
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
は
、
税

額
負
担
の
軽
減
特
例
が
継

続
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
る
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
。
町
財
政
に
つ
い
て

は
、
特
例
に
よ
る
減
収
分

は
国
か
ら
補
填
さ
れ
る
。

　

今
年
度
は
、
一
つ
の
課

題
を
集
中
的
に
調
査
研
究

し
て
い
く
方
針
と
し
、
ま

ず
一
つ
目
に
取
り
組
む
課

題
を
「
空
き
家
対
策
に
つ

い
て
」
に
決
定
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
条
例
２
件

の
審
査
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
す
べ
て
全
員
賛
成

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

問　

過
去
に
も
県
か
ら
派

遣
さ
れ
た
職
員
が
い
た
と

思
う
が
。

答　

今
回
は
部
長
職
の
派

遣
で
、
町
の
給
与
条
例
の

範
囲
内
で
は
賄
え
な
い
た

め
、
条
例
の
一
部
改
正
に

よ
り
対
応
す
る
。

　
問　

経
済
建
設
部
長
の
派

遣
期
間
は
。

答　

県
と
協
議
書
を
締
結

し
、
２
年
間
の
期
限
つ
き

の
派
遣
で
あ
る
。

問　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
が
令
和
９
年

度
ま
で
５
年
間
延
長
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
改
正
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
れ
を
利
用

さ
れ
て
い
る
町
民
は
ど
れ

く
ら
い
い
る
の
か
。

答　

令
和
３
年
度
の
対
象

者
は
３
人
で
あ
る
。
控
除

額
と
し
て
４
万
３
，０
０
０

円
程
度
で
あ
っ
た
。
一

方
、
医
療
費
控
除
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
令

和
３
年
度
１
，９
８
９
人

で
あ
る
。
控
除
額
と
し

て
４
億
１
０
０
万
円
で
あ

る
。
制
度
的
に
は
手
軽
な

も
の
で
あ
る
が
、
医
療
費

控
除
と
合
わ
せ
て
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
大
半
の
方
は
医
療

費
控
除
の
ほ
う
で
制
度
を

活
用
さ
れ
て
い
る
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
税
制
と
は

　

次
の
３
点
を
満
た
す
場

合
、
確
定
申
告
す
る
と
控

除
が
受
け
ら
れ
る
。

①
予
防
接
種
や
健
康
診

断
・
が
ん
検
診
の
受
診

な
ど
、
健
康
の
た
め
の

一
定
の
取
り
組
み
を

し
て
お
り
、
領
収
書
や

診
断
結
果
を
保
存
し

て
い
る
。

②
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
で

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
対
象
の

医
薬
品
を
購
入
し
、
レ

シ
ー
ト
を
保
管
し
て

お
り
、
世
帯
で
の
年

間
購
入
額
が
１
万
２
，

０
０
０
円
以
上
で
あ

る
。

③
医
療
費
控
除
を
行
っ
て

い
な
い
。

　

継
続
審
査
と
し
た
。

　

体
験
学
習
施
設
（
太
子

町
総
合
公
園
内
）
を
視
察

し
た
。

問　

予
約
の
仕
方
は
。

答　

ほ
か
の
施
設
同
様
、

申
し
込
み
の
方
法
は
２
通

り
あ
る
。
１
つ
は
、
太
子

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
一

旦
仮
予
約
を
し
て
い
た
だ

き
、
本
予
約
は
窓
口
で
し

て
い
た
だ
く
。
も
う
１
つ

は
直
接
窓
口
へ
行
っ
て
仮

予
約
ま
た
は
本
予
約
を
し

て
い
た
だ
く
方
法
で
あ
る
。 

◆
総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
◆

５
月
14
日

６
月
９
日

６
月
23
日

６
月
９
日

付
託
案
件
審
査

課
題
調
査

課
題
調
査

所
管
事
務
調
査

付
託
案
件
審
査

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

●
主
な
質
疑
応
答

持
続
可
能
な

　
　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

専
決
処
分
し
た
も
の
に

つ
き
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
太
子
町

税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
）

一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

太
子
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

体験学習施設

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

議

決

結

果

ザ
・

討

論

請

願
一

般

質

問

委
員
会
報
告

セルフメディケーション
税制マーク
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改
選
後
に
取
り
組
む
べ

き
課
題
を
協
議
し
た
。
課

題
調
査
と
し
て
、

①
「
太
子
町
に
お
け
る

文
化
財
の
整
備
と
展
示

の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

１
４
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
開
催
に
あ
た
り
早
急
に

確
認
調
査

②
「
情
報
技
術
の
活
用
に

よ
る
地
域
福
祉
と
新
た
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

に
つ
い
て
」
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど

の
活
用
が
ど
こ
ま
で
活
き

て
い
る
の
か
、
ま
た
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
直

接
の
接
点
が
薄
く
な
っ
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

か
ら
特
に
社
会
的
弱
者
に

対
し
、
今
後
に
活
用
の
可

能
性
や
活
か
す
べ
き
部
分

は
何
か
と
い
う
こ
と
の
確

認
調
査

③
「
安
心
安
全
の
地
域
医

療
と
救
急
医
療
体
制
の
実

現
に
つ
い
て
」
医
療
過
疎

地
で
あ
る
こ
の
地
域
に
お

い
て
の
現
状
確
認
と
今
後

の
在
り
方
や
問
題
解
決
に

つ
い
て
の
確
認
調
査

を
進
め
る
こ
と
に
決
定

し
た
。

　

日
々
変
化
す
る
コ
ロ

ナ
事
情
に
対
し
、
当
委

員
会
で
は
重
点
取
組
項

目
と
位
置
づ
け
、
現
状

か
ら
の
課
題
と
影
響
を

確
認
す
る
場
を
持
っ
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
各

課
の
影
響
と
課
題
に
つ

い
て
」
と
し
所
管
全
課

に
確
認
調
査
を
行
っ
た
。

特
に
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

対
応
の
、
さ
わ
や
か
健
康

課
に
対
し
て
は
大
き
く

時
間
を
取
り
対
応
等
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

問　

来
庁
者
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
申
請
の
た
め

に
増
え
る
と
思
う
が
、
来

庁
者
数
に
変
化
が
な
い
の

は
。

答　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
は
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
期
限
が
終
わ

り
、
申
請
さ
れ
た
方
が
受

け
取
り
に
来
ら
れ
て
い
る

状
態
で
あ
る
。
今
後
、
保

険
証
と
の
ひ
も
付
等
も
あ

り
徐
々
に
増
え
る
と
思

う
。

問　

順
番
待
ち
の
方
が
密

に
な
ら
な
い
工
夫
は
。

答　

ロ
ビ
ー
の
い
す
の
配

置
を
工
夫
し
、
パ
ネ
ル
等

も
設
置
し
、
で
き
る
だ
け

間
隔
を
置
い
て
お
待
ち
い

た
だ
き
、
職
員
も
早
く
対

応
出
来
る
よ
う
待
ち
時
間

短
縮
の
工
夫
を
し
て
い

る
。

問　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
対

応
は
、
当
初
電
話
が
つ
な

が
ら
な
い
と
苦
情
も
あ
っ

た
。
今
後
、
予
約
も
含
め

65
歳
以
下
の
改
善
策
は
。

答　

多
く
の
人
が

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
利
用
さ
れ
パ
ン

ク
し
た
。
申
し
込

み
を
な
る
べ
く
分

散
し
て
開
始
し
、

回
線
を
倍
に
増
や

し
土
日
も
対
応
す

る
。
現
在
、
基
礎

疾
患
の
あ
る
方
が

申
請
を
し
て
い
る
。

６
月
７
日
時
点
で

９
６
５
人
が
申
請

を
さ
れ
、
接
種
券
発
送
準

備
が
で
き
次
第
、
第
１
弾

と
し
て
発
送
予
定
で
あ

る
。
そ
の
後
、
年
代
ご
と

に
予
約
の
開
始
を
ず
ら
す

考
え
だ
。
12
歳
か
ら
15
歳

は
、
開
始
に
つ
い
て
未
定

で
様
子
を
み
て
い
る
。

　

紹
介
議
員
よ
り
説
明
を

受
け
、
町
内
の
実
情
も
確

認
し
、
当
委
員
会
と
し
て

は
請
願
者
の
意
向
を
受
け

国
に
対
し
て
意
見
書
の
提

出
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

６
月
18
日
の
議
会
運
営

委
員
会
の
決
定
を
受
け
、

委
員
会
権
限
に
基
づ
き
、

当
委
員
会
所
管
の
教
育
委

員
会
に
関
わ
る
町
長
と
の

問
題
に
つ
い
て
事
実
確
認

調
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
現
在
調
整
中
で
８
月
ま

で
に
調
査
結
果
を
議
会
に

報
告
す
る
こ
と
と
な
る
。

◆
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
◆

６
月
８
日

６
月
８
日

請
願
第
４
号
をうけ

て
調
査

所
管
事
務
調
査

●
主
な
質
疑
応
答

メ
ン
バ
ー
改
選

　
　
　
　

機
能
す
る
委
員
会
に

教
職
員
定
数
改
善
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
拡
充
を
は
か
る
た
め

の
、
２
０
２
２
年
度
政

府
予
算
に
係
る
意
見
書

採
択
の
請
願
に
つ
い
て

課
題
調
査

付
託
案
件
審
査

椅子の配置が工夫された庁舎ロビー

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

議

決

結

果

ザ
・

討

論

請

願
一

般

質

問

委
員
会
報
告
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９月定例会予定
・8月30日（月）　【第1日／提案説明】
・8月31日（火）　【第2日／一般質問】
・9月  1日（水）　【第3日／一般質問】
・9月  3日（金）　【第4日／議案質疑】
・9月24日（金）　【第5日／討論・採決】

　

本
号
よ
り
新
し
い
広
報
広
聴

委
員
会
の
体
制
で
編
集
に
臨
み

ま
し
た
。
一
年
間
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
号
は
記
念
す
べ
き
第
２
０
０

号
と
な
り
ま
す
。
太
子
町
制
70

周
年
を
迎
え
、
聖
徳
太
子
没
後

１
４
０
０
年
を
控
え
る
こ
の
時

期
に
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
携

わ
る
こ
と
の
幸
せ
を
感
じ
、
委

員
一
同
、
町
民
に
届
く
広
報
広

聴
活
動
を
目
指
し
て
創
意
工
夫

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

暑
さ
厳
し
い
折
で
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自

愛
下
さ
い
。　
　
　
　
　

（
出
原 

賢
治　

記
）

編
集
後
記

◆
編
集

広
報
広
聴
委
員
会

委  

員  

長　

出
原　
　

賢
治

副
委
員
長　

吉
田　
　

正
之

委　
　

員　

藤
澤　

元
之
介

　
　
〃　
　

首
藤　
　

佳
隆

　
　
〃　
　

上
山　
　

隆
弘

　
　
〃　
　

長
谷
川　

正
信

　
　
〃　
　

松
浦　
　

崇
志

「声」「声」「声」「声」「声」

議会だよりを

読んでのご感想など

�お聴かせください。

あなたの　　　  を

お聴かせください

お問い合わせは太子町議会事務局 まで

　

１
９
５
１
年

（
昭
和
26
年
）４
月

１
日
に
太
子
町
は

誕
生
し
ま
し
た
。

同
年
４
月
23
日

に
新
生
太
子
町

の
第
一
回
町
議
会

議
員
選
挙
が
執
行

さ
れ
、太
子
町
議

会
が
は
じ
ま
り
ま

す
。

　

戦
後
、地
方
財
政
の
危
機
的
状

況
が
続
き
、ま
ち
の
規
模
の
合
理

化
、行
政
の
能
率
化
が
求
め
ら
れ

て
い
く
中
で
、シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に

よ
り
町
村
合
併
の
気
運
が
全
国
的

に
高
ま
り
ま
し
た
。私
た
ち
の
ま

ち
に
お
い
て
も
、姫
路
市
へ
の
合

併
、複
数
町
村
に
よ
る
龍
野
市
構

想
、新
舞
子
市
構
想
な
ど
が
持
ち

上
が
り
ま
し
た
が
、ど
れ
も
実
現

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し

て
、斑
鳩
・
石
海
・
太
田
の
３
町

村
で
の
合
併
に
大
き
く
舵
を
切
っ

て
い
き
ま
す
。

　

合
併
の
賛
否
を
問
う
住
民
投

票
が
１
９
５
１
年（
昭
和
26
年
）

２
月
４
日
に
実
施
さ
れ
、時
期
尚

早
と
の
反
対
意
見
は
あ
っ
た
も
の

の
、全
体
で
77
・
８
％
が
賛
成
と

な
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
を
受
け
、

３
町
村
議
会
は
、い
ず
れ
も
２
月

13
日
に
合
併
案
件
を
可
決
し
ま
し

た
。大
き
な
混
乱
も
な
く
合
併
が

実
現
し
た
背
景
に
は
、各
町
村
で

集
落
ご
と
の
懇
談
会
や
各
団
体

と
の
積
極
的
な
協
議
会
の
開
催

な
ど
、住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、合
併
案
件
が
可
決
し

た
そ
の
日
に
・・・

　

２
月
13
日
の
午
後
２
時
か
ら
斑

鳩
寺
聖
徳
殿
に
お
い
て
、当
時
の

斑
鳩
寺
住
職
立
会
い
の
も
と
、３

町
村
合
併
の
覚
書
の
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。覚
書
は
合
併
期
日

を
４
月
１
日
と
し
、合
併
後
は「
和

の
精
神
」を
基
調
と
し
て
新
し
い

町
の
繁
栄
に
努
力
す
る
こ
と
を
誓

約
し
て
い
ま
す
。

　

本
誌
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る「
和

の
ま
ち
」の
原
点
は
、こ
こ
に
あ
り

ま
す
。

　

１
９
５
３
年（
昭
和
28
年
）10
月

１
日
の
町
村
合
併
促
進
法
の
施
行

よ
り
も
前
に
３
町
村
合
併
を
果
た

し
、１
９
５
５
年（
昭
和
30
年
）に

龍
田
村
と
合
併
し
た
太
子
町
は
、

町
村
合
併
に
対
す
る
功
労
に
よ

り
、１
９
５
６
年（
昭
和
31
年
）11

月
21
日
に
自
治
庁（
の
ち
の
総
務

省
）長
官
表
彰
を
受
け
ま
し
た（
表

彰
は
全
国
で
20
市
町
村
、兵
庫
県

下
で
は
太
子
町
の
み
）。

　

各
町
村
長
や
議
会
の
努
力
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、住
民
が
主
体
的

に「
自
由
意

志
に
よ
る

町
村
合
併
」

を
選
び
取

っ
た
こ
と

が
、今
あ
る

太
子
町
の

誕
生
を
も

た
ら
し
た

の
で
す
。

太
子
町
誕
生
秘
話

太
子
町
誕
生
秘
話
「
和
「
和
の
ま
ち

の
ま
ち
」」
のの
原
点
原
点

太子町議会だより

マスコットキャラクター

たいしん

投票用紙

覚書表紙調印された「覚書」

議会傍聴に
お越しください！
議会傍聴に
お越しください！
議会傍聴に
お越しください！

　9月定例会の予定は、左記のとおりですが、変更する場
合がありますので、正式日程はホームページまたは議会
事務局までお問い合わせ下さい。

◆お知らせ


